


一
■

｝・
四

第２２回

文
化
協
会
合
唱
部

れ
、
に
ぎ
や
か
さ
に
色
を
添

　
天
候
の
危
ぶ
ま
れ
る
中
、
第
２
２
回
町
民

文
化
祭
が
、
１
１
月
３
日
・
４
目
の
２
日
間
、

町
文
化
協
会
の
主
催
で
Ｙ
Ｌ
０
会
館
に
お

い
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
日
の
発
表
の
部
で
は
、
文
化
協
会
詩

吟
部
を
は
じ
め
と
す
る
７
部
総
勢
延
べ
２

０
０
名
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
と
し
て
舞

踊
・
歌
謡
等
の
６
０
演
目
を
発
表
し
、
会
場

内
を
大
い
に
沸
か
せ
ま
し
た
．

　
前
庭
で
は
、
協
賛
団
体
に
よ
る
露
店
や

バ
ザ
ー
、
タ
ッ
ク
ス
ク
イ
ズ
な
ど
が
行
わ

え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
２
階
で
は
文
化
協

会
部
員
や
町
民
等
延
べ
約
５

０
０
人
か
ら
出
展
さ
れ
た
絵

画
や
写
真
な
ど
約
８
０
０
作

品
が
と
一
」
ろ
狭
し
と
飾
ら
れ
、

内
容
的
に
充
実
し
、
来
館
者

の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
終
わ
り
に
、
町
民
文
化
祭

開
催
に
あ
た
り
、
多
く
の
方

の
ご
協
カ
や
ご
参
加
を
戴
き

ま
し
た
一
」
と
を
、
西
桂
町
文

化
協
会
会
員
一
同
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

下
暮
地
有
志
に
よ
る
「
花
み
こ
し
」

＾
１
１
月
４
目
開
催
）

町
長
賞
　
勝
俣
杉
雨
（
幸
夫
〕

謝
長
賞
　
永
田
梅
子

教
育
長
賞
　
前
田
正
子

文
化
協
会
長
賞
　
高
尾
善
子

運
座
の
部
　
槙
田
古
丘
＾
ト
ミ
）

＾
“
月
５
目
開
借
）

Ａ
級

優
　
勝

準
優
騰

第
３
位

Ｂ
級

優
　
勝

準
優
勝

第
３
位

優
　
勝

準
優
勝

第
３
位

宮
下
利
次

勝
俣
長
喜

岩
村
享
育

高
尾
通
吉

堀
内
　
豊

今
泉
守
夫

６
段

初
段

５
段

６１３
級級級

＾
１
１
月
５
目
開
催
）

岩
村
勝
美

渡
辺
良
一

定
月
秋
雄

一
一
　
　
　
　
　
１
…

・
四
　
　
　
一
一
…
　
．

「
い
き
い
き
西
桂
倶
語
コ
ン
ク
ー
ル
」

　
先
に
募
集
致
し
ま
し
た
平
成
〃
年
度
「
い
き
い

き
西
桂
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お
い
て
、
め
で
た
＜

入
選
さ
れ
ま
し
た
方
々
を
ご
紹
介
致
し
ま
ず
。

■
州
中
学
生
の
部

最
優
秀
＾
＾
町
長
賞
）

あ
い
さ
つ
は
　
心
を
結
ぶ
第
一
歩

　
　
　
　
　
　
西
桂
中
学
校
　
２
年
　
小
野
　
和
敏

優
秀
山

町
中
の
　
み
ん
な
で
つ
く
る
　
地
域
の
輪

　
　
　
　
　
　
西
桂
小
学
校
　
６
年
　
定
月
　
保
就

大
切
に
　
町
の
人
と
の
ふ
れ
合
い
を

　
　
　
　
　
　
西
桂
小
学
校
　
５
年
　
山
口
　
芽
衣

佳
　
作

一
目
中
　
口
う
る
さ
い
の
も
　
親
の
愛

　
　
　
　
　
　
西
桂
中
学
校
　
２
年
　
山
崎
　
景
子

支
え
ら
れ
　
成
長
し
て
い
く
　
私
達

　
　
　
　
　
　
西
桂
中
学
校
　
２
年
　
岩
田
　
有
美

大
好
き
で
す
　
こ
の
町
ご
近
所
　
こ
の
自
然

　
　
　
　
　
　
西
桂
中
学
校
　
２
年
　
田
村
千
亜
紀

あ
い
さ
つ
で
　
ひ
ろ
が
る
家
庭
や
　
地
域
の
わ

　
　
　
　
　
　
西
桂
小
学
校
　
６
年
　
三
枝
　
由
依

西
桂
　
人
と
緑
と
　
ふ
れ
あ
い
と

　
　
　
　
　
　
西
桂
小
学
校
　
６
年
　
小
林
　
彩
加

花
や
木
や
　
自
然
は
み
ん
な
の
　
宝
物

　
　
　
　
　
　
西
桂
小
学
校
　
６
年
　
長
田
み
の
り

こ
の
町
に
　
広
が
る
安
心
　
大
人
の
目

　
　
　
　
　
　
西
桂
小
学
校
　
５
年
　
渡
辺
　
真
紀

い
つ
ま
で
も
　
心
の
ふ
る
さ
と
　
に
し
か
つ
ら

　
　
　
　
　
　
西
桂
小
学
校
　
４
年
　
渡
辺
　
将
也

あ
り
が
と
う
　
い
つ
も
見
守
る
　
や
さ
し
い
目

　
　
　
　
　
　
西
桂
小
学
校
　
３
年
　
西
間
庭
早
紀

■
一
股
の
部

最
優
秀
■
＾
町
長
賞
〕

見
守
ろ
う
　
あ
の
子
も
こ
の
子
も
　
私
の
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
河
原
寿
枝



成人式 ・醐口募集

興緯
　　　　’帆

‘　　　　　　　１’

，・

■Ｉ　　 －１　 拮

¢他市町村出身者で西桂町で成人式に出席したい人

＠西桂町出身者で他市町村へ転出しているが（平成１２年１０月以降に西桂町に住民登録していない〕帰省して

　成人式に出席したい人

成人式は、下記のとおり実施する予定です
。

　．嚢戊 午前１０時～午前１０時３０分　　　　象屈 西桂呵Ｙ　Ｌ　Ｏ会館

　　独 午前１０時３０分～午後０時３０分　　惹顯 詳細二ついては、成人看名舳二記聰された

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　方のみ１二後旦（１２月中）遍知いたします
。

※国の法律改正に基づき、ｒ成人の目」が平成１２年より１月の第２目曜目となりました。つきましては、町でも平成１３年成人

　式を、ｒ月の第２月擢日１月８日に実施ずることとなりましたのでお閤違えのないようお願い致しまず 。

西桂町職員採用試験を次のとおり実施しまず
。

霧　　採用予定８竈及び人口　事務職１名

　　受い資格　住所要件　平成ｒ１年７目１目以前から弓１き続き西桂町１こ住所を有ずるもの
。

年齢要件

（就学等の場合は、家族が住所を有していれば司）

次のとおり

区　分

大学卒

蕎校卒

年 齢　要 件

昭利４７年４層２目から昭和５４年４周

１目までに生まれた者

昭和５０年４層２目から昭和５８拒４月

１日までに生藪れた者

婁　　偉

大学を卒業した者、卒業見込の者

及ぴ同程度の掌カを有ずる者

禽校を卒業．した者、卒業見込の者

及び同纏農の学カを有ずる者

　　　　　　　　　　　　※目本国籍のない者、成年被後見人及び被補佐人等は、受験できません 。

竃　　申込等　申込用紙請求先　西桂町役場の窓口（総務課 ・総務係）

　　受９申込　ア　申込期閏は、平成ｒ３年１月５目（金）～１月ｒ２目（金）まででず
。

イ

ウ

申込は、西桂町役場総務課総務係で午前９時から午後５時まで受付１ブまず。ただし
、

土・ 目・ 祝祭目を除きまず
。

郵送の場合は、平成ｒ３年１月１２日（金）までの消印のあるものｌＺ限りまず
。

蟻則の醐蜘所

＠舳・合峨…ふ・…山梨県南都留郡西桂町小沼１・・１■
西桂町役場　総務課　総務係　８２５－２１２ｒ
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淋
ー
ム
ベ
ー
該
へ
ゆ
リ
ン
ク

載
－
陰
ヌ
を
麗
竃
渥
旦

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
利
用
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
方
々
に
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作

成
者
が
多
数
い
る
と
の
声
を
聞
き
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
皆
さ
ん
の

作
っ
た
ぺ
ｉ
ジ
に
リ
ン
ク
す
る
サ
ｉ

ビ
ス
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に

自
分
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
Ｐ
Ｒ
し
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　
我
こ
そ
は
と
い
う
方
は
、
詳
細
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
の
う
え
、
ど

し
ど
し
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

駈
握
匿
蝿
圏
覇
当
＠
事
観

巻
を
す
琶
お
へ

　
義
務
教
育
就
学
前
（
６
歳
到
達
後

最
初
の
年
度
末
）
の
お
子
さ
ん
を
養

育
し
て
い
る
保
護
者
に
対
し
、
所
得

が
限
度
額
未
満
の
場
合
は
認
定
請
求

書
＾
申
請
）
す
る
と
そ
の
翌
月
分
か

ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
過
去
に
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
方
も
対
象
と
な
る
所
得

や
扶
養
人
数
、
加
入
年
金
が
変
わ
っ

た
場
合
は
認
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
．

詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

・
所
得
に
は
一
定
の
控
除
有
り

・
老
人
扶
養
親
族
が
あ
る
場
合
は
、

１
人
に
つ
き
６
万
円
を
加
算

・
加
入
年
金
が
変
わ
っ
た
と
き
は
連

絡
を
し
て
く
だ
さ
い

平成１２年度所＾制限限廣覇家
庭
麗
圏
動
舘
ｇ
塾
拠
理

磯
＠
麗
孤
襯
助

　
町
で
は
電
動
生
ご
み
処
理
機
の
購

入
者
に
対
し
補
助
を
行
い
ま
す
。

対
象
者
（
西
桂
町
に
在
住
す
る
町

民
）

・
当
該
町
税
を
完
納
し
て
い
る
者

・
当
該
町
税
の
非
課
税
者

補
助
内
容

・
購
入
価
格
（
税
別
）
の
１
／
２

・
限
度
額
２
万
円

手
続
き

・
購
入
す
る
際
に
申
請
書
が
必
要
で

す
。

・
申
請
書
は
役
場
窓
口
で
受
付
し
ま

す
。

・
１
世
帯
に
つ
き
ー
基

協
カ
店

・
田
村
電
気

　
　
　
　
　
　
６
２
５
－
２
１
９
１

・
＾
有
）
川
村
電
気
工
事

　
　
　
　
　
　
８
２
５
…
２
０
２
２

・
ナ
ガ
ノ
電
器

　
　
　
　
　
　
０
２
５
－
２
３
６
８

・
三
枝
米
店

　
　
　
　
　
　
ａ
２
５
－
２
１
０
６

・
押
元
時
計
電
器

　
　
　
　
　
　
０
２
５
－
２
５
２
０

・
下
河
精
米
所

　
　
　
　
　
　
０
２
５
－
２
３
２
７

・
Ｊ
Ａ
つ
る
西
桂
支
所

　
　
　
　
　
　
０
２
０
－
２
１
１
３

・
（
株
）
北
富
士
木
材

　
　
　
　
　
　
０
２
５
－
２
２
４
３

魍
流
。
鯉
理
困
鰹
コ
§
収
篤

　
粗
大
・
処
理
困
難
ゴ
ミ
収
集
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
注
意

事
項
を
守
っ
て
搬
入
を
お
願
い
し
ま

す
。目

時
１
２
月
１
７
日
（
日
）

場
所
下
暮
地
尾
尻
町
有
地

時
　
間
　
午
前
９
時
か
ら
リ
時

　
　
　
　
午
後
－
時
か
ら
３
時

注
意
箏
項

　
洗
濯
機
な
ど
モ
ー
タ
ー
の
付
い
て

い
る
も
の
は
外
し
て
搬
入
し
て
く
だ

さ
い
。

　
タ
ン
ス
・
ベ
ッ
ト
な
ど
は
分
解
し

て
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
布
団
・
じ
ゅ
う
た
ん
・
カ
ー
ペ
ッ

ト
な
ど
は
６
等
分
に
し
て
搬
入
し
て

く
だ
さ
い
．

　
業
務
用
冷
蔵
庫
・
コ
ピ
ー
機
・
自

動
販
売
機
な
ど
は
取
り
扱
え
ま
せ
ん

の
で
購
入
先
に
引
き
取
っ
て
も
ら
う

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
搬
入
で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
は

お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
下
さ
い
。

　
処
理
困
難
ゴ
ミ
に
つ
き
ま
し
て
は

有
料
に
な
り
ま
す
の
で
、
代
金
を
忘

れ
ず
に
持
参
し
て
下
さ
い
。

　
搬
入
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
配

付
し
ま
し
た
「
ゴ
ミ
分
別
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
を
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

見
富
膚
衛
ゆ
随
此
曽
健
蘭

す
琶
騒
窪

　
こ
の
法
律
で
は
、
「
何
人
も
児
童

に
対
し
、
虐
待
を
し
て
は
な
ら
な
い

（
児
童
虐
待
の
禁
止
）
」
こ
と
が
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
児
童
虐
待
を
見
つ

け
た
り
、
気
づ
い
た
ら
余
計
な
お
世

話
と
考
え
ず
に
、
下
記
の
最
寄
り
の

機
関
ま
で
ご
遵
絡
下
さ
い
。

　
情
報
源
の
秘
密
に
つ
い
て
は
守
ら

れ
ま
す
。

都
留
児
童
相
談
所

　
Ｏ
０
５
５
４
ｉ
４
５
…
７
８
３
５

都
留
福
祉
事
務
所

　
ａ
０
５
５
４
１
４
５
１
７
８
２
４

民
生
委
員
一
児
童
委
員

倉
見
地
区
担
当

小
川
　
信
次
　
ａ
２
５
－
２
４
８
７

牛
田
　
嘉
美
　
ａ
２
５
－
２
５
５
８

柿
園
地
区
担
当

渡
辺
　
克
豊
　
ａ
２
５
－
２
０
９
７

川
村
さ
つ
き
　
ａ
２
５
－
２
０
２
２

本
町
地
区
担
当

羽
根
田
　
巌
　
８
２
５
－
３
１
２
０

永
田
　
ム
兄
子
　
０
２
５
－
２
２
２
０

上
町
地
区
担
当

小
澤
　
　
裕
　
８
２
５
１
３
４
９
５

渡
辺
　
義
勝
　
８
２
５
－
２
０
５
２

希
代
　
　
静
　
ａ
２
５
－
２
５
１
０

下
暮
地
地
区
担
当

前
田
進
８
２
５
－
２
６
０
４

永
田
マ
サ
江
　
０
２
５
ｉ
２
４
３
１

主
任
児
童
委
員

勝
俣
　
道
子
　
ａ
２
５
－
２
７
２
７

◎
児
童
虐
待
と
は
、

一
、
児
童
の
身
休
に
外
傷
が
生
じ
、

又
は
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る
暴
行
を

加
え
る
こ
と
。

二
、
児
童
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す

る
こ
と
又
は
児
童
を
し
て
わ
い
せ
つ

な
行
為
を
さ
せ
る
こ
と
。

三
、
児
童
の
心
身
の
正
常
な
発
達
を

妨
げ
る
よ
う
な
著
し
い
減
食
又
は
長

時
間
の
放
置
そ
の
他
の
保
護
者
と
し

て
の
監
護
を
著
し
く
怠
る
こ
と
。

四
、
児
童
に
著
し
い
心
理
的
外
傷
を

与
え
る
言
動
を
行
う
こ
と
。
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水
遭
ゆ
冬
支
慶
を

　
給
水
管
や
メ
ｉ
タ
ー
、
蛇
口
が
凍

る
と
破
裂
や
ヒ
ビ
割
れ
を
お
こ
し
、

貴
重
な
水
を
無
駄
に
す
る
ば
か
り
か

修
理
費
な
ど
経
済
的
に
も
大
き
な
マ

イ
ナ
ス
と
な
り
ま
す
。
水
道
管
や
メ

ｉ
タ
ー
が
破
裂
し
た
と
き
に
は
自
費

で
修
理
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま

す
．
凍
ら
せ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

ま
し
よ
う
。

凛
結
を
予
防
す
る

・
給
水
管
や
蛇
口
に
は
、
布
切
れ
や

毛
布
あ
る
い
は
専
用
の
保
温
材
を
巻

き
、
ぬ
れ
な
い
よ
う
に
上
か
ら
ビ
ニ

ー
ル
テ
ー
プ
等
を
隙
間
な
く
巻
い
て

く
だ
さ
い
。

・
水
抜
き
栓
、
不
凍
水
栓
を
ご
使
用

の
ご
家
庭
で
は
、
お
休
み
前
や
お
留

守
に
す
る
と
き
は
、
忘
れ
ず
に
水
抜

き
を
し
ま
し
ょ
う
。
水
洗
ト
イ
レ
に

凍
結
防
止
栓
が
あ
る
場
合
は
必
ず
ご

使
用
く
だ
さ
い
。

・
水
道
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
内
に
保
温

材
を
入
れ
て
凍
結
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
発
泡
ス
チ
□
ー
ル
を
細

か
く
し
た
も
の
で
も
代
用
で
き
ま

す
。
タ
オ
ル
類
は
水
を
含
み
凍
っ
て

し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

凍
結
し
て
水
が
で
な
い
と
き

・
蛇
口
を
開
き
凍
っ
た
部
分
に
タ
オ

ル
か
布
を
か
ぶ
せ
、
蛇
口
の
方
か
ら

ぬ
る
ま
湯
を
ま
ん
べ
ん
な
く
ゆ
っ
く

り
と
か
け
て
く
だ
さ
い
。
熱
湯
を
急

に
か
け
る
と
、
ひ
び
割
れ
や
破
裂
を

お
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
役
場
に
電
気
解
氷
機
が
あ
り
ま

す
。
電
気
を
通
す
鉄
管
の
み
使
用
で

き
ま
す
。
塩
化
ビ
ニ
ル
管
、
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
管
は
電
気
を
通
さ
な
い
た
め

使
用
で
き
ま
せ
ん
。

水
道
が
破
裂
し
た
と
き

・
破
裂
し
た
と
こ
ろ
へ
雑
巾
や
タ

オ
ル
を
被
せ
て
水
が
飛
び
散
ら
な
い

よ
う
に
し
て
、
止
水
栓
で
水
を
止
め

て
か
ら
西
桂
町
指
定
の
給
水
装
置
工

事
店
に
連
絡
し
修
理
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

お
口
い

　
凍
結
に
よ
り
事
故
が
発
生
す
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
道
路
上
で

漏
水
を
発
見
し
た
場
合
は
お
手
数
で

す
が
西
桂
町
役
場
ま
で
ご
達
絡
く
だ

さ
い
。
土
日
、
夜
間
で
も
当
直
者
が

対
応
い
た
し
ま
す
。

　
　
も
．

鮒
．

．
ミ
　
一

　
　
一
一

桂
川
区
僑

て
い
ま
ず

　
桂
１
－
公

る
公
口
と

　
町
で
は

桂
川
公
園
に
ふ
さ
わ
し
い
僑
の
「
正
式
名
称
」
を
募
集
し
ま
ず
凸

応
募
作
品
の
選
考
基
準

○
橋
の
構
造
は
、
木
製
で
ア
ー
チ
型
で
す
。
（
イ
メ
ー
ジ
参
考
図
）

＠
桂
川
公
園
と
周
辺
の
自
然
環
境
に
マ
ッ
チ
し
、
親
し
み
や
す
い
。

＠
発
音
し
や
す
く
、
覚
え
や
す
い
。

参
　
考

既
に
、
桂
川
に
架
か
っ
て
い
る
橋
の
名
称

「
平
成
橋
」
「
桂
大
橋
」
「
大
橋
」
「
富
士
見
橋
」
「
桂
川
橋
」
「
大
池

橋
」
「
倉
見
橋
」

応
募
方
法
（
官
製
は
が
き
あ
る
い
は
メ
ー
ル
に
て
募
集
）

官
製
は
が
き
の
場
合
。

橋
の
名
称
、
名
称
の
説
明
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
西
桂
町
役
場
建
設
課
　
〒
四
〇
三
－
○
〇

二
二
　
西
桂
町
小
沼
一
五
〇
一
－
一
宛
て
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

メ
ー
ル
の
場
合
。

橋
の
名
称
、
名
称
の
説
明
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
惟
　
、
　
業
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
次
の
ア
ド
レ
ス
に
申
し
込
ん
で
　
　
い
。

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
丙
ｏ
享
ｏ
■
◎
８
｛
目
巨
葦
ぎ
房
昌
鉋
志
昌
彗

締
め
切
リ
日

－
月
引
日
（
水
）
当
日
、
消
印
有
効
＾
官
製
は
が
き
〕

■
　
品

最
優
秀
作
品
　
　
－
点

記
念
品
を
贈
呈
し
、
広
報
に
掲
載
す
る

佃
　
．

襲
ポ

．
’
．
．

ｉ
ピ
グ
ｉ
－
図
；

　
　
　
ｉ
ジ

　
　
　
　
「

．
　
一

．
一

　
’、

一
．

．
　
　
上

・
一
ｒ

　
．
．
ノ

．
．
．

〆・

箏泌白肉に設置の木製トチ橋イメ

、

丁
．

イ

、
’

ノ

｝
　
工

．鳩

帖
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、

．
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．
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．
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・
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蟻
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．
．
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．

　
　
　
　
　
　
　
翁
“
．
．
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弔
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、
．
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．
サ
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一
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．
一
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．
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行
障
害
保
険
・
ス
ボ
ｒ
ツ
傷
害
保
険
等
犯
∴

．
充
て
ら
れ
ま
す
。

定
　
貝
　
概
ね
妬
名
（
但
レ
親
子
咽
洗
ツ
．
∴
■

申
し
老
ぺ
一
∴
．
∴

●
受
付
一
襯
始
以
舗
川
ゆ
卑
し
逐
み
は
」
．
．
．
一
■
切
．
・
・

す
。
．
．
∴

の
借
舟
と
な
り
ま
す
、

糺鮎艮１月１日（月）元且
　　　　　◎雨 ・雪の場合及びコース（道路）コンディション

　　　　　　不良の時は中止

　　　　　◎午前７時３０分に防災無線により放送

妙午前９時００分　西桂町Ｙ　Ｌ　Ｏ会館前

縫蓬１章鶉瓢 西桂町ＹＬＯ会館前

量泌． Ｙ　Ｌ　Ｏ会館→Ｏ諏訪八幡神社→◎浅間神社→◎厄神社→＠白山神社→◎高尾神社→

　　　　　＠山砥神社→¢浅間諏訪神社→Ｙ　Ｌ　Ｏ会館

鋤小学生から一般まで健康な人なら誰でも参加できます．（幼児の参加１こついては、保

　　　　　護者の付き添いをお願い致します。）

司亀盟、良・全員に参加賞 ・甘酒 １麦茶 ・カルピスのサービスがあります
．

靱壷抽膨。 飲酒しての参加を厳禁致します
。

　　　　　各神社１こ縁のある記念スタンプを設置致しますので、走った記念１こ押してください
。

　　　　　ゴールした後、神社等１こちなんだやさしいクイズを行います。走りながらよく観察し

　　　　　てください．全問正解者１こは、賞品を差し上げます
。

竈
目
ｍ
◎
圓
賦
田
口
◎
蕾
＠
圓
電
ず

　
１
１
Ｏ
番
の
日
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
に

「
１
１
０
番
の
仕
組
み
」
や
「
正
し
い
利
用

方
法
」
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
き
、
事

件
・
事
故
な
ど
を
見
た
り
、
聞
い
た
り
し

た
時
に
、
積
極
的
に
通
報
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
定
め
た
も
の
で
す
。

　
１
１
Ｏ
番
の
「
イ
チ
イ
チ
マ
ル
」
に
ち

な
ん
で
、
毎
年
－
月
１
０
日
を
！
１
０
番
の

日
に
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
１
３
年
－
月
１
０
日
の
ー
１
Ｏ
番
の
日

は
、
「
わ
が
街
の
安
全
・
安
心
１
１
０
番
」

「
警
察
の
相
談
窓
口
＃
９
１
１
Ｏ
」
の
合

い
言
葉
の
も
と
に
展
開
し
ま
す
。

　
１
１
Ｏ
番
は
、
県
内
の
ど
こ
の
地
域
か

ら
か
け
て
も
、
警
察
本
部
の
通
信
指
令
室

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
１
１
Ｏ
番
を
か
け
る
と
「
何
が
あ
っ
た

の
か
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
犯
人
は
、
け
が

人
は
」
な
ど
を
尋
ね
ま
す
の
で
、
落
ち
着

い
て
話
し
て
く
だ
さ
い
。

　
緊
急
の
事
件
・
事
故
で
な
い
相
談
ご
と

は
、
最
寄
り
の
警
察
署
又
は
警
察
本
部
総

合
相
談
室
＃
９
１
１
０
又
は
０
５
５
＾
２

３
３
）
９
１
１
Ｏ
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
い
た
ず
ら
電
話
や
間
違
い
電
話
が
増
え

て
い
ま
す
。
い
た
ず
ら
電
話
は
、
緊
急
の

事
件
・
事
故
の
通
報
に
支
障
を
き
た
し
ま

す
の
で
、
「
い
た
ず
ら
電
話
は
、
し
な
い
、

さ
せ
な
い
。
」
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
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今
回
は
、
「
健
康
は
そ
の
人
の
生

き
方
そ
の
も
の
」
と
い
う
柿
園
の
岩

田
く
ま
さ
ん
＾
８
７
歳
）
で
す
。

　
毎
日
、
用
事
の
無
い
限
り
畑
に
行

き
、
花
づ
く
り
や
野
菜
づ
く
り
を
し

て
い
ま
す
。
野
菜
づ
く
り
は
、
近
所

の
お
じ
さ
ん
も
顔
負
け
の
立
派
な
野

菜
が
収
穫
で
き
ま
す
。
食
欲
も
体
力

も
あ
り
、
お
陰
で
夜
寝
れ
ば
朝
ま
で

一
寝
入
り
だ
そ
う
で
す
。
「
人
と
の

関
係
の
中
で
腹
を
立
て
な
い
事
が
肝

要
、
そ
の
人
の
癖
や
生
活
の
仕
方
が

病
を
作
る
。
」
と
の
お
話
で
し
た
。

毎
年
、
敬
老
会
・
文
化
祭
に
は
踊
り

を
発
表
、
施
設
へ
慰
問
す
る
時
「
九

段
の
母
」
の
踊
り
は
、
抽
手
喝
采
で

と
て
も
好
評
で
す
。
倉
見
の
川
村
さ

ん
の
指
導
で
編
物
や
人
形
作
り
な
ど

今
で
も
生
活
の
一
部
に
な
っ
て
い
ま

す
。
シ
ル
バ
ー
コ
ｉ
ラ
ス
や
花
い
っ

ぱ
い
会
・
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
の
一

員
と
し
て
今
も
現
役
で
張
り
切
っ
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
１
２
年
度
の
検
診
で
「
血
清
脂

質
が
高
い
」
と
言
わ
れ
た
方
を
対
象

に
高
脂
血
症
に
つ
い
て
左
記
の
と
お

り
学
習
し
て
い
き
た
い
と
恩
い
ま
す

の
で
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

申
込
み
　
１
２
月
８
日
ま
で
に
い
き

い
き
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
保
健
係
へ

質
問
事
項
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
下

さ
い
。

第
－
回

日
時
１
２
月
１
２
日
＾
火
）

　
午
後
－
時
３
０
分
壬
３
時
３
０
分

場
　
所

　
い
き
い
き
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
　
容

　
高
脂
血
流
に
つ
い
て

　
　
町
医
　
小
田
切
千
秋
先
生

　
運
動
の
必
要
性
に
つ
い
て

　
　
　
　
一
軽
い
運
動
を
し
ま
す
。
）

　
　
健
康
運
動
指
導
士

　
　
　
　
　
　
近
藤
ひ
ろ
み
先
生

第
２
回

日
時
１
２
月
１
９
日
＾
月
〕

　
　
　
午
前
１
０
時
｛
午
後
－
時

場
　
所

　
い
き
い
き
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
　
容

　
高
脂
血
症
の
人
の
た
め
の

　
一
日
の
食
事

　
　
調
理
実
習
　
新
田
栄
養
士

考

紬

担」
る

専
勺

　
驚
一

喰

、
釜

．
　
　
’
．
．

（
タ
．

・
世

＝＝１一

いきいき僅康福祉センター

いきいき慢康福祉センター

いきいき健康福祉センター

いきいき僅康福祉センター

いきいき慢康福祉センター

いきいき健康福祉センター

いきいき健康福祉センター

いきいき健康福祉センター

いきいき健康福祉センター

いきいき僅康福祉センター

いきいき健康福祉センター

いきいき健康福祉センター

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１３時

午前１０時～１２時

午前９時～１２時

午後１時３０分～

午前９時～ｒ２時

午前９時～１２時

午前９時～１２時

午後１時３０分～

午前９時～ｒ２時

午後１時３０分～

午後１時３０分～

…

、蔀、柵 ｗ　　　，

１２（火）

１９（火）

１９（火）

２１（木）

２１（木）

２７（水）

２８（木）

４（木）

４（木）

１１（木）

１２（金）

１５（月）

高脂血症教室

高脂血症教室

ひよ こ学級
健　康 相　談

能　訓

健　康 相　談

母　子 相　談

健　康 相　談

機　能 訓　練

母　子 相　談

１歳６ケ月児健診

骨粗憲症検診説明会

“

２１

月

平成ｒ１年４ ・５ ・６月生

１
月

　
　
、
・
～
．
．
一
一、

五
“
彰

び場

糾
」
．主

イ
．
　
ｋ

’
　
．
　
　
廿

　
　
．
■

．
．
ｉ
軋
・
垂
」
一

象
、
　
堵

、
．
一
ｊ

・
．
＾

１
．
．
｛
絆



ポ・ラ’ ンデ１イ

西
硅
…
　
　
　
　
．
・

重
イ
ス
仙
胴

デ
イ
サ
ー
ピ
ス
セ
ン
タ
ー

で
活
動
す
る
グ
ル
ー
プ

　
活
動
前
に
疑
似
体
験
を
－
お
年
寄

り
の
気
持
ち
が
わ
か
っ
た
か
な
？

介
竈
用
品
を
作
る
グ
ル
ー
プ

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
使

っ
て
も
ら
お
う
と
、
あ
じ
さ
い
の

会
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
清
拭
布

作
り
を
。

一
人
暮
し
の
お
年
寄
り
を

訪
問
す
る
グ
ル
ー
プ

　
草
取
り
を
し
て
も
ら
い
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
も
大
喜
び
１
・

　
１
０
月
１
６
日
＾
月
）
西
桂
小
学
校

に
お
い
て
「
福
祉
講
話
」
を
実
施

し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
事
前
学

習
と
し
て
「
車
イ
ス
体
験
」
も
行

い
ま
し
た
。

　
講
師
に
は
車
イ
ス
生
活
を
さ
れ

て
い
る
方
２
名
を
お
迎
え
し
、
お

話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
師
の
前
向
き
に
生
き
る
姿
勢

や
、
「
今
こ
の
瞬
間
を
大
切
に
生
き

よ
う
」
と
い
う
お
話
に
児
童
の
皆

さ
ん
も
共
感
し
、
自
分
を
見
つ
め

直
す
と
と
も
に
、
恩
い
や
り
の
心

を
育
て
る
よ
い
機
会
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
．

力

家



ボランティアだより

西
桂
町
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

　
９
月
刀
日
（
水
〕
三
つ
峠
登
山
道

の
清
掃
活
動
を
行
い
、
ご
み
袋
３
０
袋

分
の
ご
み
を
収
集
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
「
大

変
気
持
ち
よ
く
活
動
が
で
き
た
」
と

皆
さ
ん
と
て
も
さ
わ
や
か
な
笑
顔
－
・

　
ま
た
、
１
１
月
３
日
＾
金
）
に
は
恒

例
の
バ
ザ
ー
を
開
き
、
多
く
の
皆
さ

ん
の
お
陰
で
、
沢
山
の
活
動
資
金
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

西
桂
町
花
い
っ
ぱ
い
会

　
１
０
月
２
１
日
（
土
）
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
近
く

の
花
壇
と
、
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
か
ら
中
学

校
ま
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ゾ
ー
ン

の
、
花
の
植
え
替
え
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
小
学
校
６
年
生
と
個
人

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
応
援
も
あ
り
、
大

変
ス
ム
ー
ズ
に
作
業
が
進
み
ま
し

た
．　

ビ
オ
ラ
や
葉
牡
丹
等
、
秋
か
ら
冬
、

冬
か
ら
春
に
か
け
て
皆
さ
ん
の
心
を

和
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
．

歌
お
う
山
吹
の
会

　
１
１
月
７
日
＾
火
）
一
宮
町
に
あ
る

老
人
福
祉
施
設
「
い
ち
の
み
や
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
」
を
訪
問
し
、
歌
を
通
し

て
入
所
者
の
方
々
を
激
励
し
て
き
ま

し
た
。

　
ア
ン
コ
ｉ
ル
の
声
が
掛
か
る
ほ
ど

大
変
好
評
で
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

共
に
過
ご
し
ま
し
た
。

ホ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
几
ー
ブ

ｍ
目
の
活
藺
子
定

あ
じ
さ
い
の
会

６
日
・
Ｂ
＾
水
）

歌
お
う
山
吹
の
会

４
日
・
１
１
日
・
蝸
日
＾
月
）

西
桂
吟
詠
会

７
日
・
１
４
日
・
２
１
日
＾
木
）

手
話
サ
ー
ク
ル
美
水
会

６
日
・
１
３
日
・
２
０
日
＾
水
）

西
桂
町
食
生
活
改
善
推
進
員
会

　
ｕ
月
の
ひ
と
り
暮
し
老
人
会
食
サ

ー
ビ
ス
の
当
番
地
区
は
下
暮
地
で

す
。
’

．、 ’．

．１’ 上■一 勿
「

温
か
い
冒
口
を

あ
り
が
占
？
』
ざ
い
窒
９

　
西
桂
町
婦
人
会
さ
ん
を
始
め
、
多

く
の
方
々
か
ら
た
く
さ
ん
の
さ
ら
し

を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
頂
い

た
さ
ら
し
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ｉ

プ
「
あ
じ
さ
い
の
会
」
の
皆
さ
ん
に

介
護
用
晶
に
縫
い
上
げ
て
も
ら
い
町

内
で
必
要
と
し
て
い
る
方
々
に
使
っ

て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

’鮒考名’’ ’畑泌耐ダ
遊休品２０品

西桂町婦人会さん
さらし３５反

白井好子さん さらし

タオル５５枚

西桂吟詠会さん
さらし

使用済みテレカ

小山朗子さん ベルマーク

古切手

滝口玉子さん タオル２５枚

さらし２』支

渡辺洋子さん タオル

１，４３３円

志真田医院 さらし３１反

槙田商店 生地３０反

西
硅
凹
ホ
ラ
ン
テ
ィ
ア

協
魯
よ
り

　
８
月
末
に
て
回
収
活
動
を
終
了

し
ま
し
た
牛
乳
パ
ッ
ク
の
リ
サ
イ

ク
ル
活
動
で
す
が
、
そ
れ
ま
で
に

回
収
し
た
牛
乳
パ
ッ
ク
８
８
０
陸

を
先
日
、
紅
葉
台
フ
ァ
ミ
リ
ー
さ

ん
に
回
収
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
長
い
間
の
ご
協
力
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

世界エイズデー
１２月１目

エイブを知って



　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高
校
、

大
学
、
短
大
、
専
修
学
校
及
び
各
種

学
校
な
ど
に
進
学
さ
れ
る
際
の
入
学

資
金
及
び
在
学
資
金
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
に
延
べ
２
５
７
万
人
も
の
皆
様

方
に
ご
利
用
い
た
だ
く
ま
で
に
至
っ

て
お
り
ま
す
。
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

を
申
込
ご
希
望
の
方
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内

申
し
上
げ
ま
す
．

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
の
概
要

ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

　
高
校
、
大
学
、
短
大
、
専
修
学
校

及
び
各
種
学
校
な
ど
に
入
学
、
在
学

さ
れ
る
方
の
保
護
者

ご
融
資
限
度
額

　
学
生
、
生
徒
お
１
人
に
つ
き
２
０

０
万
円
以
内

利
率
年
以
％

　
　
　
（
平
成
１
２
年
Ｄ
月
１
０
日
現
在
）

ご
返
済
期
聞
　
ｍ
年
以
内

ご
相
談
窓
口

国
民
生
活
金
融
公
庫
融
資
相
談
係

　
８
０
５
５
（
２
２
４
〕
５
３
６
１

西
桂
町
商
工
会

　
　
　
　
　
　
０
２
５
ｉ
２
０
１
５

１２

１０

は

「
人
権
デ
ー

＾
串
昌
暮
目
雷
管
冨
Ｏ
ミ
）
」
で
す
。

　
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、
本
年
も
１
２
月
４
日
か
ら

１
０
日
ま
で
の
ー
週
間
を
「
人
権
週
問
」

と
定
め
、
住
民
の
皆
様
に
人
権
思
想

の
普
及
高
揚
を
呼
び
か
け
て
お
り
ま

す
。　

今
年
度
の
人
権
週
間
の
強
調
事
項

は
、
次
の
９
つ
で
す
が
、
こ
れ
を
実

現
す
る
こ
と
は
、
住
民
す
べ
て
の
願

い
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
趣
旨
を
理
解

し
、
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
て
明

る
い
社
会
を
つ
く
り
ま
し
よ
う
．

○
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
ラ

＠
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

＠
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て

よ
う

＠
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平

等
を
実
現
し
よ
う

◎
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

＠
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を

深
め
よ
う

＠
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人
権

意
識
を
育
て
よ
う

＠
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
等
に
対
す
る
偏
見

を
な
く
そ
う

ゆ
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す

る
偏
見
を
な
く
そ
う

　
人
権
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
お

気
軽
に
最
寄
り
の
人
権
擁
護
委
員
か

法
務
局
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
、
秘
密
厳
守
で
、
難

し
い
手
続
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

い
じ
め
ー
１
Ｏ
番

　
８
０
５
５
＾
２
５
２
）
Ｏ
ー
ユ
Ｏ

甲
府
地
方
法
務
局

　
Ｏ
０
５
５
＾
２
５
２
）
７
１
５
１

甲
府
地
方
法
務
局
鰍
沢
支
局

　
ａ
０
５
５
６
（
２
２
）
０
１
４
８

甲
府
地
方
法
務
局
都
留
支
局

　
Ｏ
０
５
５
４
（
４
３
〕
４
３
８
１

　
「
住
ま
い
の
夢
、
住
ま
い
へ
の
思

い
」
が
テ
ー
マ
．
一
般
の
部
は
住
ま

い
の
新
築
・
購
入
・
リ
フ
才
ー
ム
を

通
じ
た
体
験
談
を
４
０
０
字
詰
め
原

稿
用
紙
５
枚
以
内
に
。
小
中
学
生
の

部
は
、
住
ま
い
や
街
に
対
す
る
夢
や

提
案
な
ど
を
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用

紙
３
枚
以
内
に
ま
と
め
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

応
募
先

〒
一
一
二
１
０
０
一
四
　
文
京
区
関

口
一
－
二
四
－
二
　
＾
財
）
住
宅
金

融
普
及
協
会
５
０
周
年
記
念
コ
ン
ク
ー

ル
事
務
局
。

１
２
月
２
２
日
（
金
）
消
印
有
効
。

問
い
合
わ
せ
先
　
同
事
務
局

　
Ｏ
０
３
（
３
２
６
０
）
７
３
４
６

　
　
　
　
　
琴
唄
ミ
≦
｛
≦
目
｝
＞
－
昌
台

私
た
ち
の
生
活
は
、
産
業
経
済
の

発
展
に
よ
り
、
便
利
な
商
品
が
作
り

出
さ
れ
、
豊
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
便
利
さ
を
生
み
甘

す
一
方
で
は
、
多
く
の
資
源
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
等
を
消
費
す
る
こ
と
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

り
、
身
近
な
ご
み
問
題
か
ら
、
地
球

環
境
問
題
に
至
る
「
様
々
な
環
境
問

題
」
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
「
利
便
さ
」
一
辺
倒
で

あ
っ
た
商
品
の
価
値
観
を
、
環
境
に

や
さ
し
い
も
の
に
転
換
し
、
こ
れ
に

基
づ
く
商
品
開
発
や
販
売
、
購
入
な

ど
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
グ
リ
ｉ
ン

購
入
で
す
。

Ｑ
製
造
業
は
、
環
境
に
優
し
い
商
晶

を
積
極
的
に
開
発
し
ま
す
。

＠
小
売
業
者
は
、
環
境
に
優
し
い
商

品
を
積
極
的
に
販
売
し
ま
す
．

ゆ
消
費
者
は
、
環
境
に
優
し
い
商
品

を
積
極
的
に
購
入
し
ま
す
。

◎
環
境
に
や
さ
し
い
買
物
運
動
推

進
事
禁
に
つ
い
て

　
県
で
は
、
よ
り
身
近
な
場
所
で
、

こ
の
よ
う
な
グ
リ
ー
ン
購
入
を
促
進

し
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
、
環
境
に
や
さ
し
い
商
品

の
販
売
や
、
ご
み
減
量
化
・
リ
サ
イ

ク
ル
等
環
境
保
全
に
積
極
的
に
取
り

組
む
小
売
店
を
「
環
境
に
や
さ
し
い

買
物
運
動
推
進
協
力
店
」
と
し
て
、

西
桂
町
商
工
会
の
ご
指
導
ご
協
力
に

よ
り
指
定
し
ま
し
た
。

西
桂
町
環
境
１
こ
や
さ
し
い
買
物
運

動
推
進
協
カ
店

　
こ
の
事
業
の
展
開
に
つ
き
ま
し

て
、
御
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
．

　
な
お
、
県
で
は
協
力
店
の
募
集
に

つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
も
随
時
募
集

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。



ホッ．トニュース

や
ま
な
レ
青
年
汐
外
セ
ミ
ナ
ー
信
参
〃
レ
で

　
私
達
が
体
験
で
き
る
こ
と
に
は
限

り
が
あ
り
ま
す
．
そ
れ
と
同
時
に
、

自
分
の
物
の
考
え
方
に
影
響
を
与
え

る
よ
う
な
人
と
、
そ
れ
ほ
ど
出
会
え

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
、

海
外
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
、
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
を
訪
れ
、
同
じ
目
的
を
持

っ
た
伸
間
、
ま
た
違
う
文
化
を
持
っ

た
ア
イ
オ
ワ
州
の
人
達
に
出
会
い
、

短
い
間
で
し
た
が
共
に
生
活
で
き
た

こ
と
を
本
当
に
嬉
し
く
恩
い
ま
す
。

　
私
の
持
っ
て
い
る
時
計
の
ー
つ

は
、
今
で
も
ア
メ
リ
カ
の
時
を
刻
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
時
計
を
見
る
度
に

ア
イ
オ
ワ
州
で
過
ご
し
た
１
０
日
間
が

懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
初
日

の
ハ
ー
ラ
ン
で
は
、
農
家
に
ス
テ
イ

し
、
生
れ
た
ば
か
り
の
豚
の
赤
ち
ゃ

ん
を
抱
い
た
り
、
一
面
に
広
が
る
コ

ー
ン
畑
と
青
い
空
の
下
、
日
本
の
３

倍
も
の
大
き
さ
の
コ
ン
バ
イ
ン
で
ビ

ｉ
ン
ズ
の
収
穫
を
手
伝
っ
た
り
…
…

と
全
て
の
ス
ケ
ー
ル
が
と
て
つ
も
な

く
広
大
で
、
想
像
を
は
る
か
に
超
え

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上

に
心
に
残
っ
た
の
が
、
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
優
し
さ
、
陽
気
さ
で
し
た
。

翌
日
か
ら
の
デ
モ
イ
ン
、
ア
イ
オ
ワ

ア
メ
リ
カ
コ
ー
ス
牛

で
も
ス
ー
パ
ｉ
で
買
い
物
を
し
て
一

緒
に
夕
食
を
作
っ
た
こ
と
。
子
供
た

ち
と
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
し
た
こ
と
。

思
い
出
を
上
げ
る
と
限
り
が
あ
り
ま

せ
ん
が
、
句
で
も
な
い
こ
と
が
本
当

に
楽
し
く
充
実
し
た
日
々
で
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
反
面
、
言
い
た
い

こ
と
が
う
ま
く
伝
え
ら
れ
な
い
も
ど

か
し
さ
．
本
当
に
悔
し
か
っ
た
…
…
。

”
も
っ
と
色
々
な
こ
と
を
聞
き
た

い
。
も
っ
と
話
が
し
た
い
。
。
そ
ん

な
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
言
葉

の
足
り
な
い
私
を
気
遺
い
、
ピ
ア
ノ

や
ダ
ン
ス
で
和
ま
せ
、
明
る
く
受
け

入
れ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
さ
り

げ
な
い
優
し
さ
に
触
れ
、
英
語
を
身

に
つ
け
て
”
も
う
一
度
ア
イ
オ
ワ
に

行
き
た
い
。
も
う
一
度
話
が
し
た
い
。

。
と
い
う
新
し
い
目
標
が
で
き
ま
し

た
。
農
家
、
教
師
、
弁
護
士
と
い
っ

た
異
な
る
職
業
の
家
庭
に
ス
テ
イ

し
、
そ
の
家
そ
の
家
の
違
っ
た
雰
囲

気
を
味
わ
え
た
こ
と
、
ア
イ
オ
ワ
に

家
族
が
で
き
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ

て
大
切
な
宝
物
と
な
り
ま
し
た
。

「
困
れ
ば
誰
か
が
助
け
て
く
れ
る
。
」

必
要
以
上
に
誰
か
に
頼
っ
て
い
る
自

分
を
変
え
た
く
て
参
加
し
た
今
回
の

田
　
和

江

海
外
セ
ミ
ナ
ー
。
私
が
今
、
以
前
よ

り
も
少
し
だ
け
大
き
く
な
れ
た
よ
う

に
感
じ
る
の
も
こ
の
出
会
い
を
通
じ

て
、
何
か
を
感
じ
よ
う
、
何
か
を
学

び
取
ろ
う
と
し
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
忙
し
い
毎
日
に
埋
も
れ

か
け
て
い
た
自
分
自
身
を
見
つ
め
直

す
良
い
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
こ
こ
で
出
会
っ
た
人
々
に

感
謝
す
る
と
共
に
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー

の
参
加
に
協
力
し
て
下
さ
っ
た
す
べ

て
の
方
々
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

試
合
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、

優
勝
セ
ル
ジ
オ
Ｂ
、
準
優
勝
セ

ル
ジ
オ
Ａ
、
第
３
位
Ｐ
彗
ｏ
句
ｏ

で
す
。

・
四

１

１・

…

一
…

　
西
桂
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
学

校
・
生
徒
・
地
域
が
一
体
と
な

っ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
認
め
ら
れ
、

全
国
１
４
６
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
一

緒
に
全
国
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
表
彰
の

栄
に
浴
し
ま
し
た
。

　
表
彰
式
は
、
去
る
１
１
月
口
日

東
京
の
ホ
テ
ル
・
ニ
ュ
ｉ
オ
ｉ

タ
ニ
で
行
わ
れ
、
坂
本
会
長
が

今
井
全
国
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
よ
り
表

彰
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
益
々
の
発
展
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。



　
１
１
月
１
８
日
（
士
〕
に
小
学
校
体
育
館
に
お
い
て
「
町
・

小
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
合
同
講
演
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
は
県
教
委
の
指
導
主
事
と
し
て
長
＜
生
徒
指
導
に

携
わ
っ
た
小
山
晃
先
生
で
、
「
し
ど
も
の
姿
を
通
し
て
考
え

て
き
た
「
し
と
や
、
退
職
を
機
に
自
身
の
教
育
を
振
り
返
る

機
会
と
し
た
ア
メ
リ
カ
視
察
の
体
験
な
ど
に
つ
い
て
講
演

な
さ
れ
ま
し
だ
。
自
由
と
責
任
に
対
ず
る
考
え
方
の
違
い

や
、
互
い
が
違
っ
て
よ
い
と
ず
る
子
育
て
の
違
い
な
ど
具

体
例
を
挙
げ
た
講
演
内
容
に
大
勢
の
参
加
者
は
感
心
し
て

聞
き
八
っ
て
い
ま
し
た
。
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出

人口世帯

男

女

合計

世帯

平成１２年度１０月３ｒ目睨在

２， ４５ｒ人（一２）

２， ５５６人（一２）

５， ００７人（一４）

１， ４４４世帯（一２）

１

■
■
１闇吊隼泥郭推…１一“’＝

倉
　
見

この予定表は、町民の参加を霧

る行薯、町罠を対象とずる事業

について掲載してありまず
。
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